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ＡＰ－ＳＨ２Ｆ－１Ａ ハ－ドウェア・マニュアル

この度は、アルファボ－ドシリ－ズ 「ＡＰ－ＳＨ２Ｆ－１Ａ」 をお買いあげ頂きまして

誠に有り難うございます。

本製品は、ＣＰＵコアにＳＨ－２を採用したシングルチップマイコンＳＨ７０５１Ｆを搭載し

た汎用ＣＰＵボードです。

本ボ－ドをお役立て頂くために、本マニュアルを十分お読み下さいますようお願いいたします。

今後共、弊社製品をご愛顧賜りますよう宜しくお願いいたします。

梱包内容 ・ＡＰ－ＳＨ２Ｆ－１Ａ ボ－ド ×１

・電源用ハ－ネス （４ＰＩＮ） ×１

・マニュアル、プログラムＣＤ ×１

★本製品の内容及び仕様は予告なしに変更されることがありますのでご了承ください。

★本製品は万全の注意を払って製作されていますが、万一初期不良品であった場合、

お買い上げ頂いた販売店へ保証書を添えて御持参ください。

★本ボ－ド及び弊社製品についてのお問い合わせは下記のTELもしくはFAXにてお願い

いたします。

なお、CPU自体の機能等についてのお問い合わせには回答しかねますので、御了承く

ださい。

株式会社 アルファプロジェクト

〒431-3114
静岡県浜松市東区積志町834

TEL （０５３）－４０１－００３３
FAX （０５３）－４０１－００３５

お問い合わせ先
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１．製品概要

１．１ 概要
本製品は、ＣＰＵコアにＳＨ－２を採用したシングルチップマイコンＳＨ７０５１Ｆを
搭載した汎用ＣＰＵボードです。
本ボ－ドは外部接続コネクタへ外部拡張に必要な信号をすべて引き出してありますので、
各種試作用途及び小ロットの製品への適用など、幅広い対応が可能です。

１．２ 機能及び特徴

１） ３２ビットＲＩＳＣ ＣＰＵ ＳＨ７０５１Ｆ（日立製）を搭載

＜ＳＨ７０５１Ｆ概要＞

・内部３２ビット構成

・２５６Ｋｂｙｔｅフラッシュメモリ内蔵（Ｆ－ＺＴＡＴ）

・大容量内蔵メモリ １０ＫバイトＲＡＭ

・アドレス空間 ４Ｇバイト（アーキテクチャ上）

・乗算器内蔵

・パイプライン ５段パイプライン

・高速ＤＭＡコントロ－ラ ４チャンネル

・シリアルインタ－フェ－ス ３チャンネル

・フリーランニングカウンタ１０本、ダウンカウンタ８本

・アドバンストタイマユニット ８本

・割り込み 外部 ９本 内部要因 ６６本

・パラレルポ－ト 入出力：１０２本 入力：１６本 計１１８本（兼用ポート）

・Ａ／Ｄ変換器 分解能１０ビット １６チャンネル

・最高動作周波数 ２０ＭＨｚ（ＰＬＬ使用時）

・低消費電力

２）内蔵フラッシュＲＯＭ２５６Ｋｂｙｔｅ、高速ＳＲＡＭ ２５６Ｋ（最大１Ｍｂｙｔｅ）
バイト搭載、ＥＰＲＯＭ５１２Ｋｂｙｔｅ搭載可能

本製品に採用したＳＨ７０５１ＦはフラッシュＲＯＭを２５６Ｋｂｙｔｅ内蔵し、約１００回

の書き換えが可能となっています。

ＲＡＭは高速ＳＲＡＭを１６ｂｉｔバス幅接続で２５６Ｋバイト搭載しており、１９．６６ＭＨｚ

動作でＮｏ－Ｗａｉｔ動作が可能となっています。

この内蔵フラッシュＲＯＭと高速ＳＲＡＭの組み合わせにより、ＳＨ－２の性能を最大限に引き出せ

ます。また外部にはＥＰＲＯＭを５１２Ｋｂｙｔｅ搭載可能で、ＲＯＭ－ＩＣＥ等の接続も可能です。
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３）ＲＳ２３２Ｃドライバを搭載

ＲＳ２３２Ｃドライバ及びＤサブコネクタを搭載していますので、基板単体で通信

テスト等が容易に行えます。

４）外部拡張が容易

外部接続コネクタ（６０ＰＩＮ×２、２０ＰＩＮ×１）へ拡張に必要な信号線をすべて引き出して

ありますので、メモリの増設、Ｉ／Ｏの増設等が容易です。

１．３ 仕様

ＡＰ－ＳＨ２Ｆ－１Ａ仕様

ＣＰＵ ＳＨ７０５１Ｆ２０（日立製）

動作周波数 ４．９１５２ＭＨｚ（ＰＬＬ使用時 最高１９．６６０８ＭＨｚ）

メモリ ＲＯＭ 内蔵フラッシュＲＯＭ ２５６Ｋｂｙｔｅ

外部ＲＯＭ ５１２Ｋｂｙｔｅ 搭載可能

ＲＡＭ 外部高速ＳＲＡＭ 標準２５６Ｋｂｙｔｅ実装済み

内蔵メモリ１０ＫバイトＲＡＭ

メモリバックアップ バックアップ切替対応

外部にリチウム電池等を接続することによりバックアップ可能

シリアルＩ／Ｆ 非同期／同期Ｉ／Ｆ ３チャンネル

ＳＣＩ１はＲＳ２３２Ｃドライバ接続済み Ｄサブ９ＰＩＮ接続

（ＭＡＸ２０２相当 ＭＡＸ１２０Ｋｂｉｔ／Ｓ）

パラレルＩ／Ｆ 入出力：１０２本 入 力： １６本 計１１８本（兼用ポート）

タイマ／カウンタ フリーランニングカウンタ１０本、ダウンカウンタ８本

割り込み 割り込みコントロ－ラ内蔵

外部 ９本 内部 ６６要因

Ａ／Ｄコンバータ １６チャネル リファレンス設定可能

ＤＭＡ ＤＭＡコントロ－ラ内蔵 ４チャンネル

リセット 専用リセットＩＣ、リセットＳＷを搭載

外部接続 ６０ＰＩＮコネクタ×２ （２．５４ｍｍピッチ）

２０ＰＩＮコネクタ×１ （２．５４ｍｍピッチ）

９ＰＩＮ Ｄサブコネクタ

電源電圧 ５Ｖ±１０％

消費電力 ＭＡＸ １５０ｍＡ

使用環境条件 ０～５０℃ ２０～８０％ＲＨ 結露なし

寸法 １００×８０ （ｍｍ）
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２．機能説明

２．１ 設定

１）ＲＡＭの使用／未使用の選択

本ボ－ドには標準で２５６Ｋバイト（１２８Ｋｂｉｔ品×２）のＲＡＭが実装されていますが、外部に

メモリを増設する、内蔵ＲＡＭのみで動作させる等により、本ボ－ド上のＲＡＭを使用しない場合は未

使用にすることが可能です。ＲＡＭの使用／未使用はＪＰ１にて設定します。

２）動作モードの設定

＜ディップＳＷ１（Ｓ１の設定）＞

① ＲＡＭサイズの設定

ＲＡＭサイズをＳ１－１で切り替えます。

Ｓ１設定
１

ＲＡＭサイズ

ON １Ｍｂｙｔｅ（５１２Ｋ×２）
OFF ２５６Ｋｂｙｔｅ（２５６Ｋ×２）

ＪＰ１ ＯＮ ： オンボードＲＡＭを使用する（出荷時設定）

ＯＦＦ： オンボードＲＡＭを使用しない

ON

４３２１

出荷時設定

ＲＡＭサイズ：２５６Ｋｂｙｔｅ

ＣＰＵモード：モード２

ＣＬＫモード：×４

内蔵フラッシュ：プロテクト５ ６
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②ＣＰＵ動作モードの選択

ＳＨ７０５１Ｆには９種類の動作モードがあります。

ＣＰＵ動作モードの選択は、Ｓ１－２、Ｓ１－３、Ｓ１－６で設定します。

Ｓ１設定動作モード

番号 ２ ３ ４*1 ５*1 ６*2

モード名 内蔵

ＲＯＭ

ＣＳ０空間

モード０ ON ON Ｘ Ｘ ON ８ビット

モード１ OFF ON Ｘ Ｘ ON

無効

１６ビット

モード２ ON OFF Ｘ Ｘ ON

ＭＣＵ拡張モード

有効 ＢＣＲ１設定

モード３ OFF OFF Ｘ Ｘ ON ＭＣＵシングルチップモード 有効 ―

モード１６ ON ON Ｘ Ｘ OFF ＢＣＲ１設定

モード１７ OFF ON Ｘ Ｘ OFF

ブートモード 有効

―

モード１８ ON OFF Ｘ Ｘ OFF ＢＣＲ１設定

モード１９ OFF OFF Ｘ Ｘ OFF

ユーザプログラムモード 有効

－

モード１３ OFF ON OFF OFF - ライタモード

③クロックモードの選択

ＳＨ７０５１Ｆはクロック逓倍用ＰＬＬ回路を内蔵しており、３種類のクロックモードが

があります。

クロックモードの選択はＳ１－4～5 で設定します。

Ｓ１設定
４ ５

クロックモード 周波数

ON ON 入力クロック×１ 4.9152MHz
OFF ON 入力クロック×２ 9.8304MHz
ON OFF 入力クロック×４ 19.6608MHz

OFF OFF リザーブ（ライタモードのみ） -

④Ｆ－ＺＴＡＴプロテクトの設定

内蔵フラッシュＲＯＭのプロテクトをＳ１－６で切り替えます。

Ｓ１設定
６

ライトプロテクト

ON プロテクト
OFF プロテクト解除

詳細は後述の「３．３内蔵フラッシュＲＯＭの書き込み方法」を参照してください。

＊１ Ｓ１－４（ＭＤ２）、Ｓ１－５（ＭＤ３）はクロックモードを選択するＳＷです。

クロックモードの選択を参照してください。

＊２ Ｆ－ＺＴＡＴプロテクトを参照してください。
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３）アナログ系電源の設定

＜ディップＳＷ２（Ｓ２の設定）＞

４ビット目は未使用となっていますので、ユーザ側で必要な信号を接続して

適宜、ご使用ください。

①アナログ電源の選択

ＳＨ７０５１ＦにはＡ／Ｄ変換器が内蔵されており、アナログ電源は通常のデジタル電源とは

別の電源ピンが用意されています。

本ボードではアナログ電源入力を簡易的にデジタル電源に接続することができます。

アナログ電源の選択はＳ２－１～３で設定します。

Ｓ２ ＯＮ ＯＦＦ

１ ＡＶＲＥＦをＶＣＣと接続 未接続

２ ＡＶＣＣをＶＣＣと接続 未接続

３ ＡＶＳＳをデジタルＧＮＤと接続 未接続

各端子を未接続に設定した場合には、外部回路にて必ず規格内の電圧を加えてください。

ON

４３２１

出荷時設定

ＡＶＲＥＦ：ＶＣＣ接続
ＡＶＣＣ ：ＶＣＣ接続
ＡＶＳＳ ：ＧＮＤ接続
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２．２ ＲＳ２３２Ｃ Ｉ／Ｆ

ＣＰＵ内蔵のＳＩＯはＣＨ１がＲＳ２３２Ｃドライバに接続されています。

ＣＮ４を経由して、パソコンなどの外部機器とＲＳ２３２Ｃケーブルで接続すれば外部回路無し

で通信を行うことが可能です。また、内蔵フラッシュの書き込みを行う場合にも使用します。

①ＲＳ２３２Ｃポート設定

内蔵ＳＣＩを他の用途で使用する場合、ＲＳ２３２Ｃドライバと信号を切り離すことが可能です。

設定はＪＰ２で行います。

ケーブル結線例（クロスケーブル／フロー制御なし）

信号名 DSUB 9PIN(ﾒｽ)

CN4 IN

DSUB 9PIN

(DOS/V 等)

DSUB25PIN

(PC98 等)

信号名

Ｎ．Ｃ １ １ ８ ＤＣＤ

ＲｘＤ ２ ２ ３ ＲｘＤ

ＴｘＤ ３ ３ ２ ＴｘＤ

Ｎ．Ｃ ４ ４ ２０ ＤＴＲ

ＧＮＤ ５ ５ ７ ＧＮＤ

Ｎ．Ｃ ６ ６ ６ ＤＳＲ

ＲＴＳ ７ ７ ４ ＲＴＳ

ＣＴＳ ８ ８ ５ ＣＴＳ

Ｎ．Ｃ ９ ９ ２２ ＲＩ

RxD1RxD

TxD1TxD

PG4CTS

PG1RTS

1
4

1
4

1
4

①ハードウェアフロー制御する場合（注１） ②ハードウェアフロー制御をしない場合

③ＲＳ２３２Ｃポートを使用しない場合

注１）
ＳＨ７０５１は専用のハードウェアフロー制御
端子（ＲＴＳ、ＣＴＳ）をもっていません。
したがって、汎用ポートを使用してソフトウェア
にて制御する必要があります。

RxD1RxD

TxD1TxD

PG4CTS

PG1RTS

RxD1RxD

TxD1TxD

PG4CTS

PG1RTS

JP2

JP2

JP2
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ＣＮ１

２．４Ｖ≦ＢＡＴＴ≦ＶＣＣ
ＢＡＴＴ

ＧＮＤ

６０

リチウム電池等

２１・・・

ＡＰ－ＳＨ２F－１Ａ

ＣＮ１

３９

２１・・・

ＡＰ－ＳＨ２F－１Ａ

ＲＥＳ

ＧＮＤ

２．３ メモリバックアップ

本ボ－ド上のＲＡＭは外部にバックアップ電源を接続することによりバックアップ可能です。

ＢＡＴT端子（ＣＮ１ ６０Ｐ）にバックアップ電源を接続してください。

なお、ニッカド電池等の２次電池を使用される場合には、別途充電回路が必要となります。

２．４ リセット

本ボ－ドのリセット動作には以下の３つがあります。

１）電源投入時及び電圧降下時のリセット動作

約４．５Ｖでシステムリセットされます。

パワーオンリセットとなる為、パワーオンリセット例外処理を開始します。

２）リセットＳＷによるリセット動作

リセットＳＷを押すことにより強制的にシステムリセットされます。

３）外部からの制御によるリセット

ＲＥＳ端子（ＣＮ１ ３９Ｐ）へ外部回路を接続することにより、外部からのリセット動作が

可能となります。ＲＥＳ信号はオープンコレクタ出力なのでワイアードＯＲ接続が可能です。
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２．５ 端子配列

本ボ－ドは外部拡張に必要な信号をＣＮ１、ＣＮ２、ＣＮ３にすべて引き出してあります。

以下に各コネクタの端子配列を示します。

ＣＮ１ 端子配列 ＣＮ２ 端子配列
1 ＣＬＫ ＧＮＤ 2 1 WDTOVF PE14/TIOC3 2
3 D15/PD15 D14/PD14 4 3 PE13/TIOB3 PE12/TIOA3 4
5 D13/PD13 D12/PD12 6 5 PE11/TID0 PE10/TIC0 6
7 D11/PD11 D10/PD10 8 7 PE9/TIB0 PE8/TIA0 8
9 D9/PD9 D8/PD8 10 9 ＶＣＣ ＶＣＣ 10
11 ＶＣＣ ＶＣＣ 12 11 PE7/TIOB2 PE6/TIOA2 12
13 D7/PD7 D6/PD6 14 13 PE5/TIOF1 PE4/TIOE1 14
15 D5/PD5 D4/PD4 16 15 PE3/TIOD1 PE2/TIOC1 16
17 D3/PD3 D2/PD2 18 17 PE1/TIOB1 PE0/TIOA1 18
19 D1/PD1 D0/PD0 20 19 ＧＮＤ ＧＮＤ 20
21 ＧＮＤ ＧＮＤ 22 21 PC14/TOH10 PC13/TOG10 22
23 A15/PA15 A14/PA14 24 23 PC12/TOF10/DRAK1 PC11/TOE10/DRAK0 24
25 A13/PA13 A12/PA12 26 25 PC10/TOD10 PC9/TOC10 26
27 A11/PA11 A10/PA10 28 27 PC8/TOB10 PC7/TOA10 28
29 A9/PA9 A8/PA8 30 29 PC6/CS2/IRQ6/ADEND PC5/CS1 30
31 A7/PA7 A6/PA6 32 31 PC4/CS0 PC3/RD 32
33 A5/PA5 A4/PA4 34 33 PC2/WAIT PC1/WRH 34
35 A3/PA3 A2/PA2 36 35 PC0/WRL ＧＮＤ 36
37 A1/PA1 A0/PA0 38 37 PB5/TCLKB PB4/TCLKA 38
39 ＲＥＳＥＴ ＨＳＴＢＹ 40 39 PB3/TO9 PB2/TO8 40
41 A21/PB11/POD A20/PB10 42 41 PB1/TO7 PB0/TO6 42
43 A19/PB9 A18/PB8 44 43 ＧＮＤ PG15/IRQ5/TIOB5 44
45 A17/PB7 A16/PB6 46 45 PG14/IRQ4/TIOA5 PG13/TIOD4 46
47 ＮＭＩ PF11/BREQ/PULS7 48 47 PG12/TIOC4 PG11/TIOB4 48
49 PF10/BACK/PULS6 PF9/CS3/IRQ7/PULS5 50 49 PG10/TIOA4 PG9/TIOD3 50
51 PF8/SCK/PULS4 PF7/DREQ0/PULS3 52 51 PG8/RXD2 ＧＮＤ 52
53 PF6/DACK0/PULS2 PF5/DREQ1/PULS1 54 53 PG7/TXD2 PG6/RXD1 54
55 PF4/DACK1/PULS0 PF3/IRQ3 56 55 PG5/TXD1 PG4/SCK1 56
57 PF2/IRQ2 PF1/IRQ1 58 57 PG3/RXD0 PG2/TXD0 58
59 PF0/IRQ0 ＢＡＴＴ 60 59 PG1/SCK0 PG0/ADTRG/IRQOUT 60

ＣＮ３ 端子配列
1 PH15/AN15 PH14/AN14 2
3 PH13/AN13 PH12/AN12 4
5 PH11/AN11 PH10/AN10 6
7 PH9/AN9 PH8/AN8 8
9 ＡＶＲＥＦ ＡＶＳＳ 10
11 PH7/AN7 PH6/AN6 12
13 PH5/AN5 PH4/AN4 14
15 PH3/AN3 PH2/AN2 16
17 PH1/AN1 PH0/AN0 18
19 ＡＶＣＣ ＡＶＳＳ 20

注）ＳＨ７０５１には兼用端子が多数存在するので、注意ください。
各信号の機能はＳＨ７０５１のデ－タブックをご覧下さい。
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ＣＮ４ 端子配列

１ Ｎ．Ｃ

２ ＲｘＤ

３ ＴｘＤ

４ Ｎ．Ｃ

５ ＧＮＤ

６ Ｎ．Ｃ

７ ＲＴＳ

８ ＣＴＳ

９ Ｎ．Ｃ

ＣＮ５ 端子配列

１ ＶＣＣ

２ ＶＣＣ

３ ＧＮＤ

４ ＧＮＤ

＜推奨コネクタ＞

ＣＮ１、２： ＨＩＦ３Ｈ－６０ＤＡ－２．５４ＤＳＡ （ヒロセ）

ＨＩＦ３Ｈ－６０ＰＢ－２．５４ＤＳＡ （ヒロセ）

ＣＮ３ ： ＨＩＦ３Ｈ－２０ＤＡ－２．５４ＤＳＡ （ヒロセ）

ＨＩＦ３Ｈ－２０ＰＢ－２．５４ＤＳＡ （ヒロセ）

ＣＮ４ ： 使用コネクタ ＦＣＮ６７５Ｐ００９―Ｌ／Ｆ＃ＷＢ相当品（富士通）

適合レセプタクル ＭＩＬ規格 Ｄ－ｓｕｂコネクタ９ピン（一般品であれば可）

ＣＮ５ ： 使用コネクタ Ｂ４Ｐ－ＳＨＦ－１ＡＡ（日圧）

適合レセプタクル Ｈ４Ｐ－ＳＨＦ－ＡＡ （日圧）

ＲＳ２３２Ｃ（Ｄサブ９ピン）

ＣＮ４はＲＳ２３２Ｃドライバと接続されており、

ＲＳ２３２Ｃレベルの入出力となっています。

ＴＴＬ入出力レベルが必要な場合にはＪＰ２を設定して

ＣＮ２より引き出してください。
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２．６ 使用上の注意

・本製品を改造されたものについての動作は保証しかねますのでご了承願います。

カスタム品をご希望のお客様は弊社お問い合わせ先へご相談ください。

・極端な高温下や低温下、または振動の激しい環境での使用はご遠慮ください。

・高湿度、油の多い環境でのご使用はご遠慮ください。

・腐食性ガス、可燃性ガス等の環境中でのご使用はご遠慮ください。

・ノイズの多い環境での動作は保証しかねますのでご了承ください。
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３．技術資料

３．１ アドレスマップ

本ボードではＲＯＭがＣＳ０、ＲＡＭがＣＳ１にアサインされています。

ＲＯＭ (16bit BUS)

５１２Ｋバイト

ＳＲＡＭ (16bit BUS)

２５６Ｋｂｙｔｅ

メモリマップ（モード１） 内蔵ＦＲＯＭ無効モード

００００００００Ｈ

０００７ＦＦＦＦＨ

０００８００００Ｈ

ＲＯＭイメージ

ＳＲＡＭ

イメージ

内蔵周辺モジュール

ユーザ開放

予約

内蔵ＲＡＭ

予約

ユーザ開放

００３ＦＦＦＦＦＨ

００４０００００Ｈ

００４４００００Ｈ

００４３ＦＦＦＦＨ

００８０００００Ｈ

００７ＦＦＦＦＦＨ

００Ｃ０００００Ｈ

００ＢＦＦＦＦＦＨ

０１００００００Ｈ

００ＦＦＦＦＦＦＨ

ＦＦＦＦ７ＦＦＦＨ

０１ＦＦＦＦＦＦＨ

ＦＦＦＦ８０００Ｈ

０２００００００Ｈ

ＦＦＦＦ８８００Ｈ

ＦＦＦＦ８７ＦＦＨ

ＦＦＦＦＦＦＦＦＨ

ＦＦＦＦＤ８００Ｈ

ＦＦＦＦＤ７ＦＦＨ

ＣＳ０空間

ＣＳ１空間

ＣＳ２空間

ＣＳ３空間

ＳＨ７０５１はリセット時、メモリ制御端子の一部は汎用

入出力となっています。

したがって、リセット直後にメモリ制御端子として機能する

ように、ＰＦＣを初期化する必要があります。

注意！

外部ＲＯＭには
日立製 ＨＮ２７Ｃ４０９６ＨＧ相当品
をご使用ください。

SRAM を１Ｍｂｙｔｅ(512K×2)実装した場合には
00400000-004FFFFF がＲＡＭアドレスになります。



12

ＡＰ－ＳＨ２Ｆ－１Ａ

メモリマップ（モード２） 内蔵ＦＲＯＭ有効モード

ＲＯＭ (16bit BUS)

５１２Ｋバイト

ＳＲＡＭ (16bit BUS)

２５６Ｋｂｙｔｅ

００００００００Ｈ

０００３ＦＦＦＦＨ

００２７ＦＦＦＦＨ

ＲＯＭイメージ

ＳＲＡＭ

イメージ

内蔵周辺モジュール

ユーザ開放

予約

内蔵ＲＡＭ

予約

ユーザ開放

００３ＦＦＦＦＦＨ

００４０００００Ｈ

００４４００００Ｈ

００４３ＦＦＦＦＨ

００８０００００Ｈ

００７ＦＦＦＦＦＨ

００Ｃ０００００Ｈ

００ＢＦＦＦＦＦＨ

０１００００００Ｈ

００ＦＦＦＦＦＦＨ

ＦＦＦＦ７ＦＦＦＨ

０１ＦＦＦＦＦＦＨ

ＦＦＦＦ８０００Ｈ

０２００００００Ｈ

ＦＦＦＦ８８００Ｈ

ＦＦＦＦ８７ＦＦＨ

ＦＦＦＦＦＦＦＦＨ

ＦＦＦＦＤ８００Ｈ

ＦＦＦＦＤ７ＦＦＨ

ＣＳ０空間

ＣＳ１空間

ＣＳ２空間

ＣＳ３空間

ＳＨ７０５１はリセット時、メモリ制御端子の一部は汎用

入出力となっています。

したがって、リセット直後にメモリ制御端子として機能する

ように、ＰＦＣを初期化する必要があります。

注意！

外部ＲＯＭには
日立製 ＨＮ２７Ｃ４０９６ＨＧ相当品
をご使用ください。

SRAM を１Ｍｂｙｔｅ(512K×2)実装した場合には
00400000-004FFFFF がＲＡＭアドレスになります。

内蔵ＦＲＯＭ (32bit BUS)
２５６Ｋバイト

予約０００４００００Ｈ

００１ＦＦＦＦＦＨ
００２０００００Ｈ

００２８００００Ｈ
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３．２ ウェイト設定

本ボード上のメモリアクセスのウェイト数は以下の設定を推奨します。

動作周波数メモリ種別

×１(4.9152MHz) ×２(9.8304MHz) ×４(19.6608MHz)

チップ

セレクト

ＦＲＯＭ 内蔵ＦＲＯＭ - - - -

ＲＡＭ W24010A-35（WINBOND） ０ＷＡＩＴ ０ＷＡＩＴ ０ＷＡＩＴ ＣＳ１

ＲＡＭ HM628512FLP-55（日立） ０ＷＡＩＴ ０ＷＡＩＴ ０ＷＡＩＴ ＣＳ１

ＲＯＭ HN27C4096HG-85（日立） ０ＷＡＩＴ ０ＷＡＩＴ １ＷＡＩＴ ＣＳ０

＊内蔵ＦＲＯＭは自動的にＮｏ－Ｗａｉｔとなります。



14

ＡＰ－ＳＨ２Ｆ－１Ａ

３．３ 内蔵フラッシュＲＯＭの書き込み方法

本ボードでは２５６ＫｂｙｔｅのフラッシュＲＯＭを内蔵したＳＨ７０５１Ｆを採用しています。

内蔵フラッシュＲＯＭには添付のソフトを利用してオンボードでユーザプログラムの書き込みが

可能です。

ＦｌａｓｈＷｒｉｔｅｒＥＸ ｆｏｒ ＳＨ７０５１Ｆ使用時の

パソコン側の動作環境を以下に示します。

ＦｌａｓｈＷｒｉｔｅｒＥＸ ｆｏｒ ＳＨ７０５１Ｆ使用時の

ボード側の動作環境を以下に示します。

１）ボードの準備

① モードの設定

ＣＰＵのモードを以下の設定に合わせます。設定は電源を切った状態で行ってください。

対応 OS ポート

Windows98/2000/Me/XP シリアルポート 1ch

CPU 動作モード

ブートモード

ON

４３２１

Ｓ１

ＦＷＰ ： Ｈ

ＣＰＵモード ： モード１７

クロックモード ： ×４

5 6

Ｓ１－１は実装ＲＡＭサイズに合わせてください。
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２）ＰＣとＡＰ－ＳＨ２Ｆ－1Ａの接続

ＰＣとＡＰ－ＳＨ２Ｆ－１Ａをクロスケーブルで接続します。

※シリアルコネクタ(ＣＮ４)ピンアサインについては「２．２ ＲＳ２３２Ｃ Ｉ／Ｆ」

を参照してください。

３）ＦｌａｓｈＷｒｉｔｅｒＥＸ ｆｏｒ ＳＨ７０５１Ｆを使用しての書き込み

内蔵フラッシュＲＯＭの書き込みには、添付ＣＤ付属の「ＦｌａｓｈＷｒｉｔｅｒＥＸ ｆｏｒ ７０５１

Ｆ」が使用可能です。手順詳細は「ＡＮ１４１ ボード付属ＦｌａｓｈＷｒｉｔｅｒＥＸを使った内蔵ＦＬ

ＡＳＨＲＯＭへの書き込み方法」をご参照下さい。

書き込み時の設定を次に示します。

設定項目 設定値

ＣＰＵ ＳＨ７０５１

ＣＰＵ ＦＲＱ １９．６６０８ ＭＨｚ

Ｓｅｌｅｃｔ ｐｏｒｔ ご使用のポート

Ｖｅｒｉｆｙ 任意
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４）動作の確認

動作確認は次の手順で実行してください。

①ＣＰＵのモードを以下の設定に合わせます。

ＣＰＵ動作モードを以下の設定に合わせます。設定は電源を切った状態で行ってください。

②電源を投入すると、プログラムが動作します。

※動作を確認する場合は、付属ＣＤ内のサンプルプログラムをダウンロードしてください。

サンプルプログラムの動作内容に関しては「ＡＮ１０２ サンプルプログラム解説」を参照して

ください。

ＦＷＰ ： Ｌ

ＣＰＵモード ： モード２

クロックモード ： 任意の設定

ON

４３２１

Ｓ１

5 6

Ｓ１－１は実装ＲＡＭサイズに合わせてください。
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３．４ 外形寸法図

図３－４ ＡＰ－ＳＨ２Ｆ－１Ａ基板寸法

8068.58

27.94

7.62

73.66

100

ＣＮ２

ＣＮ１

Ｃ
Ｎ
５

Ｃ
Ｎ
３4-Ф3.5

（ｍｍ）

4

4

ＣＮ１、ＣＮ２、ＣＮ３については、全て２．５４ｍｍピッチの格子上にスルーホール

が配置されています。

外部回路を増設されるお客さまは、市販のユニバーサルボードをご使用いただけます。

S1

S2

Ｃ
Ｎ
４
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添付回路図を参照

３．５ 回路構成


